
新たに選任された町の農業委員13人と、新たに委嘱した町の農地利用最適化推進委員６人を
ご紹介します。任期はそれぞれ、本年７月20日から令和５年７月19日までとなっています。

農業委員・農地利用最適化推進委員をご紹介します

（注）
・東部：上田町、新里町、今町、御蔵町、小池町、広ケ野、希望ケ丘、田町
・西部：畑町、長町、仲町、米沢町、築地町
・南部：新町、一番町、矢場崎、西磯ノ目、古川町、川原町、新畑町、紀久栄町、東磯ノ目

◆農業委員の皆さん（敬称略）

　農業委員は、農地法等に基づく許認可事
務のほかに、農地等の利用の最適化（担い
手への農地利用の集積と集約化、遊休農地
の発生防止・解消、新規就農者参入の促
進）の推進に取り組みます。

伊
藤　
春
美
（
56
歳
・
町
村
）

竹
内　
治
子
（
48
歳
・
恋
地
）

加
藤　
　
隆
（
67
歳
・
浦
横
町
）

小
玉　
正
行
（
68
歳
・
中
村
）

小
熊　
新
一
（
69
歳
・
大
川
）

八
柳　
三
郎
（
75
歳
・
大
川
）

佐
藤　
市
夫
（
64
歳
・
谷
地
中
）

本
間　
敬
悦
（
63
歳
・
舘
越
）

草
皆　
健
市
（
67
歳
・
帝
釈
寺
）

金
野　
政
志
（
70
歳
・
平
ノ
下
）

猿
田　
　
実
（
69
歳
・
浅
見
内
）

伊
藤
さ
く
ら
（
44
歳
・
高
千
）

澤
田
石
正
廣
（
70
歳
・
湯
ノ
又
）

金
子　
成
敏
（
64
歳
・
上
山
内
）

伊
藤　
定
広
（
64
歳
・
脇
乙
）

一
関　
勇
一
（
68
歳
・
久
保
）

舘
岡　
　
晃
（
63
歳
・
高
崎
）

澤
田
石
栄
一
（
71
歳
・
湯
ノ
又
）

野田、岡本一区、二
区、浦横町担当

蓬内台、小野台
担当

恋地、坊井地、杉沢
合地担当

森山地区担当

平ノ下、寺庭、中村
水沢担当

大川地区担当

大川１〜７組担当

会長
下樋口、石崎、西野
谷地中担当

五城目地区担当帝釈寺、町村、門前
担当

馬場目地区担当

浅見内１〜６区
担当

台御蔵下、脇乙
落合、高千、北北口
担当

内川地区担当

下山内、上山内
富田、八田担当

富津内地区担当

上高崎、高崎
下高崎、舘越、久保
担当

会長職務代理者
東部、西部、南部、雀舘
昭辰町、上樋口、樋口担当

黒土、小倉
湯ノ又１〜４区
小川口担当

◆農地利用最適化推進委員の皆さん
（敬称略）

　農地利用最適化推進委員は、農業委員と
連携し、担い手への農地の集積・集約化、
耕作放棄地の発生防止・解消、新規就農者
参入を促進するなどの、農地等の利用の最
適化に取り組みます。

農地に関するご相談は
町農業委員会へ
　農地の売買、交換、贈与、賃貸借、転
用などは、各地区を担当する農業委員、
農地利用最適化推進委員または、町農業
委員会事務局（☎852・5295）へご相
談ください。

佐
川　
　
誠
（
62
歳
・
野
田
）
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㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
」
と
し
て
、
町
内
会
な
ど
が
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
、
集
会
施
設
や

活
動
備
品
の
整
備
な
ど
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
助
成
事
業
の
申
請
を
希
望
さ
れ

る
団
体
は
、
８
月
31
日
㈪
ま
で
、
町
ま
ち
づ
く
り

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
助
成
事
業
の
種
類
（
令
和
２
年
度
の
場
合
）

❶ 

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

	

（
１
０
０
万
円
〜
２
５
０
万
円
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備
等
の
整
備

　
（
例
）�

除
雪
機
、防
犯
灯
、太
鼓
、テ
ン
ト
、掲
示
板
な
ど

❷ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

 	

（
総
事
業
費
の
３
／
５
で
、
上
限
１
、５
０
０
万
円
）

　
集
会
施
設
の
建
設
整
備

　
※�

土
地
取
得
や
造
成
、
外
構
工
事
、
解
体
処
理
、
既
存

施
設
の
購
入
な
ど
は
対
象
外

❸ 

青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業（
30
万
円
〜
１
０
０
万
円
）

　�

親
子
参
加
型
の
ソ
フ
ト
事
業

　
（
例
）�

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、文
化
・
学

習
活
動
、そ
の
他
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど

❹ 

地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

	

（
30
万
円
〜
２
０
０
万
円
）

　�

自
主
的
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
活
動
な
ど
に
直
接
必
要

な
機
器
な
ど
の
整
備

　
（
例
）�

テ
ン
ト
、救
出
用
資
器
材
、避
難
用
設
備
な
ど

　
対
象
団
体
（
規
約
、
会
則
等
が
必
要
で
す
）

　
❶
〜
❸
‥
‥
町
内
会
ま
た
は
そ
の
連
合
体

　
❹
‥
‥
‥
‥�

自
主
防
災
組
織
ま
た
は
そ
の
連
合
体
（
消

防
団
は
除
く
）

　
申
請
手
続
き

�

　
申
請
書
類
は
、
申
請
団
体
と
町
が
協
同
作
業
で
調
製

し
、
県
を
経
由
し
て
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
書
類
を
提

出
し
ま
す
。（
同
セ
ン
タ
ー
の
審
査
に
よ
り
、
助
成
の
可

否
が
決
定
し
ま
す
の
で
、
必
ず
助
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

お申し込み・お問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5342）

町では、ふるさと納税の推進を図り、町内産業の活性
化に役立つことを目的に、ふるさと納税寄付者にお礼と
して贈呈する特典（返礼品）の拡充に取り組んでいます。
返礼品として、特産品等の提供をいただける事業者向け
の説明会を開催します。ご検討いただける事業者は参加
してください。

▼日　時　８月７日㈮　午前10時30分から

▼場　所　町役場２階正庁

▼内　容　・令和元年度ふるさと納税実績に関する説明
　　　　　・返礼品の取り扱いの見直しに関する説明
　　　　　・寄付受付サイト拡大に関する説明

▼事業者の要件
　・�町内に本社または事業所（工場等を含む）を有する
法人、団体、個人事業主

　・�町税等を滞納していないこと　など

▼特産品の要件
　�　五城目町のＰＲにつながり、地元事業者が、町内な
どで製造、加工、採取、栽培等された商品または提供
するサービス

▼参加申し込み
　�　説明会へ参加を希望する事業者は、事業所名と出席
人数をまちづくり課へ８月６日㈭まで、電話かファッ
クスでお申し込みください。

お申し込み・お問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5361、5852・3151） 


